











































































































































































































































































































































































































【Christy】IEPs or  individual educational plans are designed by a group of  folks  - generally a  team of 





【Christy】But many students with disabilities require assistance  in  the classroom even  if  they are  in a 
generalized classroom. This requires personnel to be able to do that. In many school districts, it’s easier to put 









































































【Christy】The creation of distraction-free environments  is not as easy as one would  think. We have  for 
years and years tried to make our classrooms interesting by putting all kinds of things into them. For some 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































律），independence と autonomy といったところを促さない状況になるのではないかと思います。そういう意味
での合理的とは何か，自立していくところをどのように育てるのかということです。「そういう配慮はあえてい
らないよ」という子ども，あるいは「自分にはこういう配慮が要るよね」ということを自分で認識できる子ども
をどのように育てるのかということも，これから考えていかないといけないと思います。
　それから先生方の中でのキーワードとしては，やはり「共に」そして「学び」ということがあったかと思いま
す。これも子どもに説き伏せるのではなく，落合先生もおっしゃいましたし，基調講演の長澤先生もおっしゃい
ましたけれども，まず私たちがやってみるということです。
　今さらですけれども，私は実は言語障害の吃音が専門です。吃音においても，やはり教える側が「どもるとい
うことは問題じゃないかな」とか，あるいは「どもるということはやっぱり不便だよね」とか思いながら，「どもっ
てもいいよね」と子どもに投げ掛けても何の説得力もないわけです。
　そういった意味では，やはり私自身が共に連携しながら学んで，今後の教育のあり方を考えるという姿勢を子
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どもたちに見せることも，一つの共生社会というものをつくる上での大事なポイントではないかと先生方のお話
を伺って考えさせられました。
　今日は本当にお忙しいところお集まりくださいまして，ありがとうございました。もう一度，先生方に拍手を
お願いいたします。
（拍手）
　ありがとうございました。
